
③ おもてなし （29,821千円）
各国政府関係者を歓迎

(例) 空港での歓迎行事や
歓迎レセプションの開催 など

② 機運醸成 （57,938千円）

会合の開催を幅広く道民・市民に周知
して開催機運を醸成

(例) 各種広報活動
シンポジウム開催や環境技術の展示等を
行う環境イベントの開催 など

④ 地域ＰＲ （9,485千円）
各国政府関係者、報道関係者等に対し
北海道・札幌市の魅力を発信

(例) 海外メディア向けプレスツアーや
大臣会合関係者対象の体験型ツアー
（エクスカーション） の開催 など

① 開催支援 （2,756千円）

会合の受入体制を整備するとともに、
円滑な開催を支援

(例) リエゾンの調整
警備・消防救急・医療体制等に関する
関係機関との連携 など

Ｇ７札幌 気候・エネルギー・環境大臣会合
実行委員会 事業概要

事業の目的
会合の成功に向け、官民一体となった受入体制を整備し、円滑な開催を支援する。
また、会合開催を契機として北海道・札幌市の環境施策やＳＤＧｓの取組を国内外に
発信し、道民・市民や企業の環境に対する意識向上や行動変化につなげるとともに、
地域の魅力を国内外に広くアピールする。

事業内容 （予算：１億円）

イメージ図 提供：アイヌ民族文化財団

会合の概要

日程：令和５年４月15日(土)、16日(日)
場所：札幌プリンスホテル
内容：Ｇ７（日、米、加、仏、英、独、伊）、EUに加えて招待国・機関が参加し、

団結・協力して取り組む事項などをまとめた合意文書(コミュニケ)の発出を目指す。


